質問に対する回答
　今大会で競技責任者の松下睦生です。参加者の方から質問をいただきましたのでそれに対して回答致します。
　質問に回答するにあたって、まず今回は関西インカレであるということよりインカレでの学連枠獲得を期待できる選手を選考するセレクションであるということの方に重きを置きました。そのためセレクションとしての公平性を最も重視しました。昨年度のロングセレ、ミドルセレと共に故意の追走によるセレクション通過の事案が発生しているのでセレクションとしての目的を考えるとシード選手を前に固めるのが最も公平で最善であると判断しました。以上がこのような異例のスタート順を採用した理由になります。個別の質問に対する回答は以下の通りです。
1. シード選手のスタート間隔について
質問：日本オリエンテーリング競技規則9.2には「個人競技においては、競技者は各クラス一人ずつ同一の時間間隔でスタートするタイムスタートとする」としているが、これを逸脱したスタート間隔を採用した運営者の見解を教えてください。シード選手を連続で1分間隔でスタートさせるよりはよっぽど公平ではあると思いますが…
回答：この競技規則を守るならば全員1分間隔となるので明らかに関西インカレとしての公平性に欠けます。競技規則にも『規則の解釈にあたっては、スポーツとしての公平さの保持を第一義としなければならない』とあるので今回は公平性をとるなら等間隔でない方がよいと判断しました。
2.シードを固めてスタートさせることについて
質問：この大会は関西インカレの名を冠しています。3分間隔でシードをまとめて出走させるのではシード同士の競り合う状況も十分あり得ると思います。このスタート順は一般選手によるシード選手の追走を避ける措置であることは想像に易いのですが、ここまで極端なスタート順を採用した例はないように思います。 これに不公平を感じる人もいるのではないでしょうか。シードを設けるのであればシード同士の間隔をもう少し離す必要があると思いますが…こちらについては、規則による明確な根拠がないのですが、関西インカレとしてこの措置には違和感を覚えるので、見解をお聞かせください。
回答：簡潔に述べますとシード選手の出走間隔は運営者で関西インカレとしての公平性を保つためには何分間隔が可能でかつ適切か話した結果決定しました。まず、十分な競技時間を確保するためにはスタート閉鎖をこれ以上遅くすることはできず、そのため公平性を確実に保てるであろう(選手同士が出会わないであろう)10分間隔程度にすることはできません。そこで、通常のスタート(インカレも)は2分間隔であること、シード選手という制度を設けない場合現在シード選手として選ばれている人がスタート順で並ぶ可能性は十分あること、シード選手を固めていること、さらにはスタート閉鎖との兼ね合いを総合的に判断して出走間隔を3分と決定致しました。前例としましては昨年10月19日の朝霧ナヴィパーク記念大会ではシード選手という名前こそ設けていませんが実績のある人を一定数固めてその中で抽選を行いスタート順を決定するという方法を採っています。
3.スタート地区まで75分について
質問：過去にも60分程度の誘導があったのでこちらは半分要望です。
誘導の途中に現在自分がどこまで来ていて残り何kmで何分くらいでスタート地区までいけるのかを示した看板等を設置していただけると助かります。
それと一部部員からセレクションクラスになぜ輸送がないのかという質問がありましたがセレクションクラスの輸送がないのは出場人数が多いからでしょうか？

回答：看板は用意してあります。また、スタート誘導途中に給水も設けてあります。セレクションクラスにおいて輸送を行わない理由は不慮の事故や工事等のため輸送の遅れが出てしまい不平等が生じてしまうことを防ぐためです。他のクラスについて、新人クラスは新人さんがいきなりしんどい思いをしてしまうのを避けかつ混乱を避けるため全員輸送、併設クラスについては年配の方もいらっしゃるので任意輸送としました。
